
●
「
夫(

72
歳)

が

突
然
、
半
身
不
随

に
な
っ
た
・
・
私

(

妻
70
歳)

つ
ら
い

で
す
。
後
期
高
齢

者
で
ど
う
な
る
の

か
。
夫
婦
別
れ
ろ
っ

て
言
う
の
？
」

(

常
盤
平)

●
「
悪
法
は
葬
り

去
る
の
が
仏
教
者

の
役
目
」(

浄
土

真
宗
本
願
寺
派
僧

侶)●
「
テ
レ
ビ
を
み

て
親
が
泣
い
て
い

る
・
・
せ
っ
か
く

親
を
扶
養
に
し
て

や
っ
と
親
孝
行
で

き
る
と
思
っ
て
い

た
の
に
・
・
」

(

50
代
男
性)

７５歳を過ぎたと

いうだけで、これま

での保険制度から

追い出され、別建て

の保険制

度に入れら

れるこの制

度。しかも

全員有料

で。診療内

容も制限さ

れる、こん

な 制度は

即刻やめさせましょう。各地の老人会・医師会も反対の声を上げています。制度

の撤回求める署名活動にとりくんでいます。ぜひご協力ねがいます。

よ し み日本共産党県議会議員

見える
身近な
みんなの県政を
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あきらめないで

コーナー

夢
は
「
十
五
の
孫
に

継
が
せ
た
い
」。
だ
が
…

農
家
の
方
と
お
話
し
す
る
と
、
ど
こ

で
も
「
農
業
じ
ゃ
食
べ
て
け
な
い
」
と

の
悲
痛
な
叫
び
で
い
っ
ぱ
い
。

で
も
、
「
生
き
が
い
は
お
い
し
い
も

の
を
作
る
こ
と
」
の
一
言
に
敬
服
で
す
。

や
る
気
の
あ
る
農
家
す
べ
て
を
し
っ

か
り
応
援
す
べ
き
！
待
っ
た
ナ
シ
で
す
。

食料をめぐる国際情勢は激変

し、輸入穀物を原料とする食品

や飼料が相次いで値上がりして

います。今こそ農業再生の道を

真剣に探求すべきです。食料自

給率50

％台の

早期回

復をめ

ざし、日

本共産

党は提

言します。

提言１ 安心して農業をつづけられる
よう価格保障・所得補償を充
実します。

提言２ 家族経営を柱に大規模経営
ふくむ農業をつづけたい人す
べてを応援します。

提言３ 自国民の食料を最優先する
のは当然、「食料主権」を保障
する貿易ルールを追求します。

提言４ 消費者と農業者が力をあわせ
て、「食の安全」と地域農業の
再生をめざします。

市内のコメ･野菜農家を訪ねたみわ県議

と、伊藤市議

が嘆きます小
金
原
中
央
商
店
街
で
訴
え
る
み
わ
県

議･

高
木
市
議
と
後
援
会
員
の
方
々
。
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大
企
業
に
は
大
マ
ケ

み
わ
議
員
の
代
表
質
問
に
対

す
る
県
当
局
の
回
答
の
特
徴
は
、

お
金
が
な
い
と
福
祉
は
削
る
一

方
で
、
生
活
の
改
善
に
役
立
た

な
い
巨
大
開
発
に
は
金
を
つ
ぎ

こ
み
、
県
内
の
大
企
業
か
ら
当

然
徴
収
で
き
る
税
金
は
ま
け
て

や
る
と
い
う
県
民
の
立
場
か
ら

は
考
え
に
く
い
姿
勢
で
し
た
。

質
問
に
対
す
る
冷
や
や
か
な

カ
ベ
を
な
く
し
県
民
の
願
い
が

届
く
県
政
に
し
な
け
れ
ば
。

（
松
戸
市

Ｙ
・
Ｓ
）

二
本
目
の
赤
字
橋
ノ
ー

「
木
で
鼻
こ
く
る
」
よ
う
な
知

事
の
答
弁
？
ア
ア
こ
れ
が
千
葉

を
住
み
悪
く
す
る
元
凶
だ
な
。

財
政
の
厳
し
さ
を
県
は
強
調

す
る
が
、
２
本
目
の
赤
字
橋
を

架
け
よ
う
と
は
如
何
な
る
発
想

か
？
農
業
県
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
っ

た
千
葉
が
今
や
落
ち
こ
み
、
教

育
・
医
療
、
老
人
対
策
な
ど
に

も
県
民
生
活
向
上
の
姿
勢
が
見

ら
れ
な
い
。
県
政
変
革
の
思
い

を
い
っ
そ
う
強
く
し
た
。

（
松
戸
市

Ｋ
・
Ｉ
）

「水
際
作
戦
」は
ぐ
ら
か
す

本
県
で
も
生
活
保
護
行
政
で

「
水
際
作
戦
」
ま
が
い
の
こ
と

が
あ
る
事
実
を
み
わ
議
員
が
指

摘
。
生
活
保
護
法
の
原
点
に
し
っ

か
り
た
っ
た
行
政
を
求
め
た
。

そ
れ
に
対
し
て
県
は
、
質
問

に
ま
と
も
に
答
え
ず
、
し
か
も

堂
本
知
事
は
答
弁
に
自
ら
は
立

た
な
か
っ
た
。

総
じ
て
県
に
は
質
問
に
誠
意

を
も
っ
て
答
え
る
姿
勢
が
見
え

ず
、
憤
り
を
覚
え
た
。

（
松
戸
市

Ｙ
・
Ｏ
）

《傍聴いただき、有難うございました》

道路特定財源復活は許せません

ムダな やめて
外環道（１３００億円つぎ込み、さらに５００億円か）

圏央道（５００億円つぎ込み、さらに１３００億円か）

北千葉道路（３２０億円つぎ込み、１千億円規模

は超えるか）

事業費見込みは、みわ県議がきいても答

弁拒否！

●一方、次のことがこれだけあればできるんです●

「乳幼児医療費助成を現行のまま就学前まで」
に拡げるには、あと１０億円

「全国最低の高校私学助成を全国平均まで」に
引き上げるには、あと１７億円

歩道のない県道。「雨の日は、傘を

ささずに歩きなさい」と子に。（通学

路の改善ねがう母親の訴え）

金ヶ作県営住宅建設予定地付近の

県道

病院に通う市道も―「命

がけね。車椅子では無理！」

松
戸
市
内
の
県
道
・
市
道
は
、
ま

だ
ま
だ
問
題
だ
ら
け
・
・

工事費１兆４千億円の東京アクアライン

は、いつもガラガラ

「大都市圏の国際競争
力を高めるため」？！

巨大道路には、千億超の

巨額の県税投入あいつぐ

計画または一部着工されている高

速道路等

「歩道整備の予算はなし」との県の回答に住民が怒り、再度県に要望

３
月
５
日
県
議
会
で
み
わ
由
美
県

議
が
、
県
政
全
般
に
つ
い
て
代
表
質

問
を
し
ま
し
た
。
主
な
質
問
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。
○
イ
ー
ジ
ス
艦

に
よ
る
漁
船
事
故
、
○
道

路
特
定
財
源
、
○
農
業
問

題
、
○
生
活
保
護
行
政
、

○
新
京
成
電
鉄
の
無
人
化
、

○
ニ
ユ
ー
フ
ィ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

千
葉
。
そ
の
質
疑
の
時
間
は
２
時
間

余
で
し
た
。

質
問
終
了
後
に
は
、
短
時
間
で
す

が
、
傍
聴
に
お
い
で
に
な
っ
た
各
地

の
後
援
会
の
皆
さ
ん
と
懇
談
。
代
表

質
問
に
対
す
る
堂
本
知
事
な
ど
県
当

局
の
答
弁
に
つ
い
て
、
出
席
者
か
ら

は
、
「
県
民
の
声
を
ま
じ
め
に
聞
こ

う
と
し
て
い
な
い
」

と
不
満
が
こ
も
ご
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

県
民
の
声
届
け
る

道
路
特
定
財
源
・
農
業
問
題

な
ど
で
代
表
質
問

みわ県議の質問を知りたい方は

●インタ一ネット「千葉県議会」のホ一ムペ一

ジにアクセスしてください。

●ビデオテ一プをご希望の方は３４９－１５４４

みわ事務所まで、お申し出ください。

代
表
質
問
す
る
み
わ
県
議


